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それ！急げ！急げそれ！急げ！急げ！！

～第56回大泉町民体育祭～第56回大泉町民体育祭～～
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第５６回

町発足５５周年記念　１０月１４日、南中学校校庭を会場に第５６回大泉町民体育祭が開催されました。
各分団は優勝を目指して、リレーや綱引きなどさまざまな競技で熱戦を繰り広げ、

会場に集まった観客からは大声援が送られました。

　１日を通して行われた競技の結果、北部分団が優勝し、３連覇を達成しました。

大泉町民体育祭

よし！　次、行くぞ！　「親子障害競走」

「あとはまかせたよ」

想いつなぐバトンタッチ「混合６００ｍリレー」

「おっとっと…」バランスが大切

「ラケットレース」

くっつかないとボールが落ちちゃうよくっつかないとボールが落ちちゃうよ～～

「子供カクテルリレー「子供カクテルリレー」」
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力をこめて勝利をたぐりよせる「綱引き」

３連覇を達成した北部分団の皆さん

夫婦の仲の良さを発揮した「愛妻競走」 大会に花を添えた「マーチングドリル」

チームワークが鍵を握る「ボール送り競走」

勝負を決めるアンカー対決

「１０００ｍリレー」
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毎
月
第
２
木
曜
日
は
「
定
期

勉
強
会
」
。
町
公
民
館
の
一
室
に

集
ま
る
の
は
、「
大
泉
朗
読
の
会

ベ
ビ
ー
ヴ
ォ
イ
ス
」
だ
。

　
こ
の
会
で
は
、
児
童
館
や
地

域
公
民
館
で
の
定
期
的
な
読
み

聞
か
せ
活
動
の
ほ
か
に
、「
広
報

お
お
い
ず
み
」
を
毎
回
テ
ー
プ

に
吹
き
込
み
、
目
の
不
自
由
な

人
に
情
報
を
届
け
る
、供
声
の
広

報
僑
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　
録
音
の
際
に
心
が
け
て
い
る

こ
と
は
、「
書
か
れ
た
こ
と
を
正

確
に
音
読
し
て
、
情
報
を
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
」
。
情
報

を
耳
で
得
る
人
た
ち
の
こ
と
を

考
え
、
文
字
言
葉
は
、
耳
で
聞

い
て
伝
わ
り
や
す
い
話
し
言
葉

に
変
え
る
な
ど
工
夫
を
し
、
録

音
し
て
い
る
。

　
テ
ー
プ
は
、
図
書
館
な
ど
公

共
施
設
で
貸
し
出
さ
れ
て
い
る

ほ
か
、
希
望
者
に
直
接
配
付
さ

れ
て
い
る
。
　

年
以
上
に
わ

１０

た
っ
て
地
道
な
活
動
を
続
け
ら

れ
た
の
は
、
ど
こ
か
で
誰
か
の

役
に
立
っ
て
い
る
と
い
う
張
り

合
い
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
。

　
し
か
し
、
最
近
は
テ
ー
プ
を

聞
く
人
が
減
っ
て
い
る
の
だ
と

い
う
。
ベ
ビ
ー
ヴ
ォ
イ
ス
は
、

「
文
字
を
読
む
の
が
大
変
に

な
っ
て
き
た
人
に
も
、供
声
の
広

報
僑
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ぜ
ひ

テ
ー
プ
を
聞
い
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
る
。
声
に
乗
せ
て
必

要
な
人
へ
情
報
を
届
け
た
い
と

い
う
思
い
が
、
ベ
ビ
ー
ヴ
ォ
イ

ス
の
活
動
源
だ
。

※
ベ
ビ
ー
ヴ
ォ
イ
ス
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
町
社
会
福
祉
協
議
会

内
　
緯
　
・
２
２
９
４
）
へ
。

６３

　
「
ま
ず
手
話
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
話
す
の
は
、「
大
泉

町
手
話
サ
ー
ク
ル
は
る
に
れ
の

会
」
会
長
の
 菅
  原
  梨
  沙
 さ
ん
。

す
が
 
は
ら
 
り
 

さ

　
は
る
に
れ
の
会
で
は
、
毎
週

木
曜
日
に
手
話
で
交
流
し
て
い

る
ほ
か
、
小
中
学
校
で
の
手
話

教
室
や
、
講
習
会
の
手
伝
い
な

ど
を
行
い
、
手
話
の
普
及
に
努

め
て
い
る
。

　
今
年
度
の
手
話
講
習
会
は
、

９
月
か
ら
　
月
に
か
け
て
、
町

１０

公
民
館
南
別
館
を
会
場
に
、
　
１１

人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
講
習
会
も
、
手

話
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

の
一
つ
だ
。
手
話
が
で
き
る
人

を
町
内
か
ら
増
や
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
毎
年
開
催
が
企

画
さ
れ
て
い
る
。

　
講
習
会
で
は
、
最
初
は
ぎ
こ

ち
な
か
っ
た
参
加
者
も
、
回
を

重
ね
る
と
、
講
師
の
手
の
動
き

を
追
い
か
け
、
自
然
と
手
が
動

く
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
自
分

の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
、
参

加
者
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も

の
。
全
５
回
の
講
習
を
終
え
る

と
、
手
話
で
自
己
紹
介
が
で
き

る
ま
で
に
上
達
し
た
。

広
報
を
声
で
届
け
る

役
に
立
っ
て
い
る
実
感

知
っ
て
も
ら
い
た
い

手
話
講
習
会
の
開
催

わ
か
り
や
す
く
正
確
に

声
に
乗
せ
て
情
報
を
届
け
た
い

最終回となる今回は、

町内の３つのボランティア団体を

ご紹介します。

障害者福祉について

理解を深めましょう

シリーズ③

手
話
が
で
き
る
人
が
増
え
て

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に

ベビーヴォイスの皆さん

相手にわかりやすく伝えるために

技術を磨いている
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「
こ
こ
に
供
お
さ
け
僑
っ
て
書

い
て
あ
る
ん
だ
よ
」

　
講
師
を
務
め
る
「
点
字
の
会
」

会
員
は
、
缶
ビ
ー
ル
の
飲
み
口

の
近
く
を
指
差
し
な
が
ら
、
こ

う
説
明
す
る
。
目
の
不
自
由
な

子
ど
も
が
間
違
っ
て
飲
ん
で
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
、
点
字
で
書

か
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
点

字
を
見
た
こ
と
が
な
い
子
ど
も

た
ち
は
、
で
こ
ぼ
こ
し
た
字
を

指
で
優
し
く
な
ぞ
る
。
　

月
に

１０

東
小
学
校
で
行
わ
れ
た
「
福
祉

体
験
学
習
」
の
一
場
面
だ
。

　
縦
２
列
・
横
３
列
の
６
つ
の

点
の
組
み
合
わ
せ
で
、
五
十
音

な
ど
が
表
わ
さ
れ
る
「
点
字
」
。

　
「
大
泉
点
字
の
会
」
は
、
小
中

学
校
で
点
字
教
室
を
行
い
、
子

ど
も
た
ち
に
点
字
を
知
っ
て
も

ら
う
機
会
を
設
け
て
い
る
。

　
会
が
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
だ
。

点
訳
本
は
図
書
館
な
ど
で
読
む

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
会
で
は
、

大
泉
町
な
ら
で
は
の
情
報
を
届

け
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
、
公

民
館
だ
よ
り
「
 和
 」
の
点
訳
を

な
ご
む

毎
月
行
っ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
会
は
、「
目
の
見
え

る
人
に
も
点
字
を
も
っ
と
知
っ

て
ほ
し
い
」
と
の
考
え
か
ら
、

「
気
軽
に
声
を
か
け
て
ほ
し
い
」

と
呼
び
か
け
て
い
る
。「
点
訳
し

て
ほ
し
い
」「
授
業
で
点
字
を
資

料
と
し
て
使
い
た
い
」
と
い
う

要
望
に
も
、「
で
き
る
限
り
対
応

し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
多
く
の
人
に
点
字
に
ふ
れ
て

ほ
し
い
。
そ
の
思
い
か
ら
、
今

後
も
地
道
に
活
動
し
て
い
く
。

※
点
字
の
会
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
町
公
民
館
（
緯
　
・
２
３

６２

３
０
）
へ
。

■大泉朗読の会ベビーヴォイス

□活動日時　毎月第２木曜日

午前１０時～　ほか

□場所

　町公民館（吉田２４６５）ほか

□活動内容

　広報おおいずみのテープ録

音、読み聞かせなど

■大泉町手話サークル

はるにれの会

□活動日　毎週木曜日

□時間　午後７時３０分～

□場所　町公民館南別館（吉

田２０１１－１）

□活動内容

　手話の勉強・交流など

■大泉点字の会

□活動日時　毎月第１・３月

曜日　午後７時～

□場所　町公民館（吉田２４６５）

□活動内容　公民館だより

「和」の点訳、点字の広報活

動（小中学校の点字教室、点

字カレンダーの配布）など

　
手
話
は
、
耳
の
不
自
由
な
人

に
と
っ
て
の
言
葉
だ
。
意
思
を

伝
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
手
段
で
あ
る
。
手
話
が
で
き

る
人
が
増
え
れ
ば
、
耳
の
不
自

由
な
人
の
日
常
生
活
の
不
安
が

解
消
さ
れ
、
よ
り
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
に
な
る
、
と
菅
原

さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

　
は
る
に
れ
の
会
で
は
、「
手
話

が
ど
ん
な
も
の
か
、
実
際
に
見

に
来
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

手
話
を
町
内
に
さ
ら
に
広
げ
て

い
く
た
め
に
も
、「
活
動
を
盛
り

上
げ
、
継
続
し
て
教
室
な
ど
を

開
き
た
い
」
と
今
後
に
つ
い
て

話
し
て
く
れ
た
。

※
は
る
に
れ
の
会
に
つ
い
て
詳

し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
緯
　
・
２
２
９
４
）
へ
。

６３

実
際
に
見
に
来
て
ほ
し
い

６
つ
の
点
の
組
み
合
わ
せ

大
泉
町
な
ら
で
は
の
情
報
を

活
動
日
な
ど

自分で打った点字を

指でなぞって確かめている

手話講習会の様子

サークルでは会話が弾む

点字を学ぶ「福祉体験学習」

点
字
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

今
後
も
で
き
る
こ
と
を

障害者福祉について

理解を深めましょう
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歳入

歳出
収入済

支出済

42.5％

44.5％

　
地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の

３
第
１
項
並
び
に
「
大
泉
町
財

政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条

例
」
に
よ
り
、
平
成
　
年
４
月

２４

１
日
か
ら
９
月
　
日
ま
で
の
財

３０

政
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

■
一
般
会
計

【
歳
入
の
状
況
】

　
歳
入
で
は
、
予
算
総
額
１
１

４
億
８
５
０
０
万
円
に
対
し
、

上
半
期
の
収
入
済
額
は
　
億
８

４８

４
１
７
万
６
０
０
０
円
で
、
予

算
総
額
に
占
め
る
割
合
は
、
　
・
４２

５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
町
の
予
算
を
支

え
る
町
税
収
入
は
、
　

億
５
５

３３

０
万
８
０
０
０
円
で
、
収
入
済

額
に
占
め
る
割
合
は
　
・
７
％

６７

と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
歳
出
の
状
況
】

平
成
　
年
度
 　

上
半
期
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

２４

一 般 会 計

１１４億８,５００万円予 算 現 額

４８億８,４１７万６,０００円収 入 済 額

４２.５％収 入 割 合

５１億１,３０９万９,０００円支 出 済 額

４４.５％支 出 割 合

国 民 健 康 保 険 事 業

３６億１,０９８万９,０００円予 算 現 額

１４億１,７８１万６,０００円収 入 済 額

３９.３％収 入 割 合

１６億３７０万７,０００円支 出 済 額

４４.４％支 出 割 合

▼収益的収支の状況

６億７,４６０万円予算現額収
 

入

３億３,５６６万３,０００円収入済額

４９.８％収入割合

６億４,７１０万円予算現額支
 

出

１億８,３５４万６,０００円執行済額

２８.４％執行割合

▼資本的収支の状況

１億５,３１０万円予算現額収
 

入

０円収入済額

０％収入割合

５億２万４,０００円予算現額支
 

出

１億６,８２０万６,０００円執行済額

３３.６％執行割合

下 水 道 事 業

６億５,３７０万円予 算 現 額

２億７,７５９万１,０００円収 入 済 額

４２.５％収 入 割 合

２億３,９７８万９,０００円支 出 済 額

３６.７％支 出 割 合

後期高齢者医療事業

２億６,９５７万５,０００円予 算 現 額

８,４４１万３,０００円収 入 済 額

３１.３％収 入 割 合

７,７４３万９,０００円支 出 済 額

２８.７％支 出 割 合

介 護 保 険 事 業

２０億３,９７４万６,０００円予 算 現 額

８億８,２７３万７,０００円収 入 済 額

４３.３％収 入 割 合

８億６,７７３万１,０００円支 出 済 額

４２.５％支 出 割 合

公 園 墓 地 事 業

７００万円予 算 現 額

１,９４８万３,０００円収 入 済 額

２７８.３％収 入 割 合

６４万４,０００円支 出 済 額

９.２％支 出 割 合

※資本的収入が資本的支出に不足

する額は、損益勘定留保資金など

で補てんしました。 □町債(借入金)　３９億２５２万９,０００円

□町債(借入金)　　　　　　　０円

水 道 事 業

２,６７９,３９５弱・有収水量 

１７,７７１栓・給水栓数     

２５弱

・１栓当たり

　１か月有収水量

□企業債(借入金)　 ８億７,８２５万８,０００円
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議
会
が
４
月
か
ら
９
月
の

間
に
支
出
し
た
、
交
際
費
の

内
訳
を
公
表
し
ま
す
。

　
交
際
費
の
分
類
は
、
町
長

交
際
費
と
同
様
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
議
会
事
務
局

庶
務
係
（
内
線
４
１
２
）
へ
。

　
町
で
は
、
公
正
性
と
透
明

性
を
図
り
、
町
民
か
ら
信
頼

さ
れ
る
「
開
か
れ
た
町
政
」

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
町

長
交
際
費
を
公
表
し
て
い
ま

す
。
　
町
長
交
際
費
と
は
、
町
長

な
ど
が
町
を
代
表
し
、
外
部

の
団
体
な
ど
と
の
交
際
の
た

め
に
支
出
す
る
費
用
で
す
。

　
「
祝
金
」
や
「
見
舞
金
」
な

ど
が
あ
り
、
町
の
円
滑
な
行

政
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
対
外
的
に
要
す
る
経
費

で
す
。

【
主
な
交
際
費
の
分
類
】

・
祝
金
…
大
会
や
総
会
、
式

典
、
祝
賀
会
な
ど
の
お
祝

い
に
支
出
す
る
も
の

・
弔
事
…
香
典
、
生
花
な
ど

・
賄
費
…
来
客
接
待
・
訪
問

先
へ
の
手
土
産

・
見
舞
金
…
入
院
見
舞
い
に

支
出
す
る
経
費

・
協
賛
金
…
各
種
団
体
の
活

動
へ
の
協
賛
に
よ
る
費
用

※
詳
し
く
は
、
秘
書
課
（
内

線
２
３
２
）
へ
。

町
長
交
際
費

議
会
交
際
費

合　計見舞・協賛金など賄　費弔　事祝　金
月

金　額件 数金　額件 数金　額件 数金　額件 数金　額件 数

６７,２８０２０００５,２８０２２６,０００６３６,０００１２４

１２２,０００２８００２,０００１３６,０００９８４,０００１８５

１２９,４５３２７８,０００２２４,４５３５５９,０００１０３８,０００１０６

８７,０００１４２８,０００３２,０００１４８,０００７９,０００３７

１１５,６００２６５,０００１２,６００１８８,０００１８２０,０００６８

４９,０００８００００４３,０００６６,０００２９

５７０,３３３１２３４１,０００６３６,３３３１０３００,０００５６１９３,０００５１合計

合　　計見舞・協賛金など弔　事祝金など
月

金　額件 数金　額件 数金　額件 数金　額件 数

２４,０００１０００２,０００１２２,０００９４

３０,０００８００２,０００１２８,０００７５

４,０００２００２,０００１２,０００１６

１４,０００６００６,０００３８,０００３７

１７,０００７００１３,０００５４,０００２８

６,０００３００６,０００３００９

９５,０００３６００３１,０００１４６４,０００２２合計

　
歳
出
で
は
、
予
算
総
額
１
１

４
億
８
５
０
０
万
円
に
対
し
、

上
半
期
の
支
出
済
額
は
　
億
１

５１

３
０
９
万
９
０
０
０
円
で
、
予

算
総
額
に
占
め
る
割
合
は
　
・
４４

５
％
と
な
っ
て
お
り
、
予
定
さ

れ
た
事
業
は
着
実
に
執
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

【
基
金
・
有
価
証
券
お
よ
び
町
債

の
状
況
】

　
９
月
　
日
現
在
の
町
の
預
金

３０

と
も
い
え
る
基
金
お
よ
び
有
価

証
券
は
、
　

億
４
５
７
３
万
３

２４

０
０
０
円
で
町
債
（
借
入
金
）

は
、
　

億
２
７
８
３
万
８
０
０

８１

０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
特
別
会
計

　
町
に
は
、
６
つ
の
特
別
会
計

が
あ
り
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
事
業

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

・
介
護
保
険
事
業

・
公
園
墓
地
事
業

・
下
水
道
事
業

・
水
道
事
業

　
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
・
支
出
に

か
か
る
予
算
額
上
半
期
の
状
況

は
右
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

■
健
全
財
政
に
努
め
ま
す

　
下
半
期
に
つ
い
て
も
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
健
全
財
政
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
財
政
課
財
政
係

（
内
線
３
０
９
）
お
よ
び
各
担
当

課
へ
。

平
成
　
年
度
上
半
期

２４
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町
で
は
、「
大
泉
町
地
域
福
祉

計
画
・
大
泉
町
地
域
福
祉
活
動

計
画
（
素
案
）
」
に
つ
い
て
皆
さ

ん
に
公
表
し
、
そ
の
内
容
に
つ

い
て
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
お
よ
び
指
定
公
表
場
所

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
「
大
泉
町
地
域
福
祉
計
画
・
大

泉
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
」
は
、

地
域
で
暮
ら
す
誰
も
が
、
生
き

生
き
と
安
心
し
て
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
福

祉
に
関
わ
る
全
て
の
人
々
が
一

体
と
な
り
、
と
も
に
支
え
あ
い
、

助
け
あ
う
「
地
域
ぐ
る
み
の
福

祉
」
を
進
め
る
た
め
の
計
画

で
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
平
成
　

２５

２９

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画

期
間
と
し
、
地
域
福
祉
の
中

心
的
担
い
手
で
あ
る
町
社
会

福
祉
協
議
会
と
と
も
に
策
定

す
る
も
の
で
す
。

□
公
表
資
料
　
大
泉
町
地
域

福
祉
計
画
・
大
泉
町
地
域

福
祉
活
動
計
画
（
素
案
）

□
資
料
の
公
表
場
所

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
役
場

１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
保

健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
、

図
書
館
、
町
公
民
館

□
意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
町
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
法

人
・
町
内
の
事
務
所
ま
た
は
事
業

所
に
勤
務
す
る
人

・
町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

き
に
係
る
案
件
に
利
害
関
係

を
有
す
る
人

□
意
見
提
出
方
法
　
指
定
様
式

ま
た
は
任
意
の
様
式
に
意
見

を
書
き
、
次
の
い
ず
れ
か
の

方
法
で
福
祉
課
へ
提
出
す
る

・
直
接
持
参
す
る

・
郵
送
（
〒
　
０
５
２
３
　
吉

３７０

田
２
４
６
５
　
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー
内
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
２
１
０
８
）

６２

・
Ｅ
メ
ー
ル
（fu

ku
si@
tow
n
.oi

zu
m
i.g
u
n
m
a
.jp

）

□
受
付
期
限
　
　
月
　
日
昇
　

１２

１１

午
後
５
時
（
郵
送
の
場
合
は

　
月
　
日
昇
　
必
着
）

１２

１１

□
そ
の
他

・
意
見
を
提
出
す
る
際
に
は
、

名
前
（
団
体
で
提
出
す
る
場

合
は
団
体
名
）
、
住
所
、
電
話

番
号
を
忘
れ
ず
に
記
入
し
て

く
だ
さ
い

・
指
定
様
式
は
、
資
料
の
公
表

場
所
で
入
手
可
能
で
す
。
ま

た
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

・
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、「
大

泉
町
個
人
情
報
保
護
条
例
」

に
従
い
、
適
切
に
取
り
扱
い

ま
す

・
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
関
す

る
ご
意
見
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
の
で
、
直
接
、
町
社
会

福
祉
協
議
会
（
緯
　
・
２
２

６３

９
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
へ
。

町
地
域
福
祉
計
画
・
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
素
案
）
　

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

福
祉
課
　
　
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５

■素案の概要

【計画の策定にあたって】

・地域福祉とは

・地域福祉の必要性について

・計画策定の目的

・地域福祉計画と地域福祉活動計画について

・計画の位置づけ

・計画の策定体制

・計画の期間

【大泉町の現状と課題】

・人口や世帯の状況

・支援を必要とする町民の状況

・ボランティア団体・ＮＰＯ法人の状況

・計画策定に係る町民アンケート調査及び

地域座談会結果

・大泉町の地域福祉に関わる課題

【計画の基本的な考え方】

・基本理念

・基本目標

【施策の内容】

・基本目標１．～「もっと活力」～地域福

祉推進体制づくり

・基本目標２．～「ぐっとつながる」～ふ

れあい・支えあいづくり

・基本目標３．～「ほっと安心」～安心、

快適な環境づくり

【計画の実現のために】

・計画内容の周知徹底

・関係機関等との連携・協働

・計画の進捗管理
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河
川
の
水
質
を
悪
化
さ
せ
る

大
き
な
原
因
は
、
私
た
ち
が
毎

日
の
生
活
の
中
で
未
処
理
の
ま

ま
排
出
す
る
生
活
雑
排
水
（
台

所
・
風
呂
・
洗
濯
な
ど
か
ら
の

排
水
）
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、

し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
併
せ
て

処
理
す
る
た
め
、
単
独
処
理
浄

化
槽
に
比
べ
、
放
流
水
の
汚
れ

の
量
は
約
８
分
の
１
に
減
少
し

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
現
在
、
単
独
処

理
浄
化
槽
や
汲
み
取
り
槽
を
撤

去
ま
た
は
再
利
用
（
雨
水
槽
な

ど
）
し
、
新
た
に
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
す
る
こ
と
（
転
換
）

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
き
れ
い
な
水
環
境
を
回
復
さ

せ
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
・
転
換
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
浄
化
槽
設
置
費
補
助
金
】

　
町
で
は
、
浄
化
槽
設
置
費
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、
住
宅

の
建
て
替
え
や
改
築
に
よ
る
転

換
も
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

□
対
象
　
町
内
の
下
水
道
認
可

区
域
以
外
の
地
域
で
、
個
人

の
居
住
用
（
店
舗
併
用
住
宅

の
場
合
、
住
宅
部
分
が
２
分

の
１
以
上
）
の
建
物
に
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
、
ま
た

は
転
換
を
す
る
人

□
補
助
金
額
　
下
表
の
と
お
り

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
。

【女性に対する暴力をなくしましょう】

　女性に対する暴力をなくす運動

が、１１月１２日捷～２５日掌に実施

されます。

　配偶者などからの暴力、性犯罪、

売買春、セクシュアル・ハラスメ

ント、ストーカー行為や人身取引

など、女性に対する暴力は、女性

の人権を侵害するものであり、決

して許されるものではありません。

　暴力を受けたら、１人で悩まな

いで相談してください。早めの相

談が、問題解決への第１歩です。

□女性に対する暴力相談窓口

・県女性相談センター

　緯０２７・２６１・４４６６

・県警察本部安全相談室

　緯０２７・２２４・８０８０

・大泉警察署　　　　緯６２・０１１０

・女性の人権ホットライン

　緯０５７０・０７０・８１０

※内閣府では、配偶者からの暴力

被害者支援情報サイト（http://ww

w.gender.go.jp/e-vaw/index.html）を

開設しています。詳しくは、国際

協働課（内線２１２）へ。

　来年の成人式は平成２５年１月

１３日掌、文化むら大ホール（朝日

５－２４－１）で行います。該当者

は平成４年４月２日から平成５年

４月１日までに生まれた人です。

　町内在住の人には後日案内を送

付しますが、大泉町を転出され、

大泉町の成人式に参加を希望され

る人は、生涯学習課へご連絡くだ

さい。

※詳しくは、生涯学習課（内線

３０６）へ。

成人式を迎える

皆さんへ

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り
替
え
を

環
境
課
　
　
　
　
内
線
１
３
２
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１０人槽７人槽５人槽

２９万８，０００円２２万５，０００円１７万４，０００円設置

３９万８，０００円３２万５，０００円２７万４，０００円転換

※転換の場合、県から「群馬エコ補助金」１０万円が加算されます。

■補助金額

暴力で

悩んでいませんか

女性の皆さん！

開催は来年１月１３日
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町
と
サ
ー
ク
ル
「
エ
ガ
リ
テ
」

共
催
に
よ
り
、
男
女
共
同
参
画

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
少
子
化
が
進
む
現
代
に
お
い

て
、
そ
の
一
因
と
も
な
っ
て
い

る
「
結
婚
で
き
な
い
、
し
な
い

若
者
」
。
こ
の
背
景
に
は
何
が

あ
る
の
か
、「
パ
ラ
サ
イ
ト
シ
ン

グ
ル
」「
婚
活
」
な
ど
の
言
葉
を

生
み
出
し
た
、
山
田
昌
弘
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
昭

１２

２０

□
時
間
　
午
後
６
時
　
分
～
８

３０

時
□
場
所
　
町
公
民
館
ホ
ー
ル

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
テ
ー
マ
　
「
あ
な
た
の
娘
・
息

子
が
結
婚
で
き
な
い
、
し
な
い

理
由
～
最
近
の
結
婚
事
情
～
」

□
講
師
　
山
田
昌
弘
さ
ん
（
中

央
大
学
文
学
部
教
授
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

□
定
員
　
１
０
０
人
（
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
国
際
協
働
課
へ

直
接
、
電
話
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
（jin

ke
n
-d
a
n
jo@
tow
n
.oiz

u
m
i.g
u
n
m
a
.jp

）
で
申
し
込
む

□
注
意
事
項

・
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
場
合

は
、
件
名
を
「
男
女
共
同
参

画
講
演
会
」
受
講
希
望
と
し
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
住
所
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。
Ｅ
メ
ー
ル
申
し
込
み

に
つ
い
て
は
、
２
日
以
内
に

受
付
確
認
メ
ー
ル
を
返
信
し

ま
す
。
返
信
が
な
い
場
合
は
、

必
ず
国
際
協
働
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

□
費
用
　
無
料

※
当
日
は
手
話
通
訳
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
国
際
協
働
課

へ
。

男
女
共
同
参
画
講
演
会
　「
結
婚
で
き
な
い
、
し
な
い
理
由
」

国
際
協
働
課
　
　
内
線
２
１
２

　
町
と
商
工
会
、
大
泉
群
銀
会

主
催
に
よ
り
、
山
形
新
幹
線
の

車
内
販
売
員
の
齋
藤
　
泉
さ
ん

を
講
師
に
招
き
、「
ま
た
あ
な
た

か
ら
買
い
た
い
～
カ
リ
ス
マ
新

幹
線
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
一
瞬
で

心
を
つ
か
む
技
術
～
」
と
題
し
、

乗
客
の
一
挙
手
一
投
足
を
見
逃

さ
な
い
日
々
の
観
察
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
き
め

細
か
い
サ
ー
ビ
ス
と
乗
客
ニ
ー

ズ
を
敏
感
に
察
知
す
る
判
断
力

で
驚
異
の
売
上
記
録
を
保
持
す

る
そ
の
秘
密
に
迫
り
ま
す
。

　
接
客
業
に
従
事
す
る
人
だ
け

で
な
く
、
仕
事
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
役
立

つ
講
演
で
す
。

□
期
日
　
　
月
５
日
昌

１２

□
時
間
　
午
後
６
時
　
分
～
８
時

３０

□
場
所
　
文
化
む
ら
小
ホ
ー
ル

（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
演
題
　
「
ま
た
あ
な
た
か
ら

買
い
た
い
～
カ
リ
ス
マ
新
幹

線
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
一
瞬
で

心
を
つ
か
む
技
術
～
」

□
講
師
　
齋
藤
　
泉
さ
ん
（
叙

日
本
レ
ス
ト
ラ
ン
エ
ン
タ
プ

ラ
イ
ズ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す

□
定
員
　
２
０
０
人
（
定
員
に

な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
次
の
い
ず
れ
か

に
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
む

・
町
商
工
会
（
緯
　
・
４
３
３
４
）

６２

・
群
馬
銀
行
大
泉
支
店
（
緯
　
・
６２

３
３
３
１
）

・
役
場
商
工
課

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
商
工
課
へ
。

経
済
講
演
会
　「
一
瞬
で
心
を
つ
か
む
技
術
」

商
工
課
　
　
　
　
内
線
１
３
８

講師

 齋  藤 　 泉 さん
さい とう いずみ

講師

 山  田  昌  弘 さん
やま だ まさ ひろ

大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１

緯６３・３１１１（内線２１５）
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月
１
日
か
ら
従
来
の
三
種

１１
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
 百
  日
  咳
 ・
ジ

ひ
ゃ
く
 に
ち
 
ぜ
き

フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
に
不
活

化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
加
え

た
、
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

□
対
象
　
接
種
日
現
在
で
生
後

３
か
月
か
ら
　
か
月
未
満
の

９０

お
子
さ
ん

□
接
種
回
数
　
合
計
４
回
（
初

回
接
種
３
回
、
追
加
接
種
１

回
）

□
実
施
場
所
　
群
馬
県
内
、
足

利
市
の
契
約
医
療
機
関
（
事

前
に
主
治
医
に
確
認
の
う
え

受
け
て
く
だ
さ
い
）

□
持
参
す
る
物
　
母
子
健
康
手

帳
、
四
種
混
合
予
防
接
種
予

診
票

□
注
意
事
項

・
町
で
配
布
し
て
い
る
「
予
防

接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
や

説
明
書
を
事
前
に
よ
く
読
ん

で
、
予
防
接
種
の
効
果
や
目

的
、
副
反
応
、
予
防
接
種
健

康
被
害
救
済
制
度
に
つ
い
て

理
解
し
た
う
え
で
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い

・
指
定
の
医
療
機
関
以
外
で
の

接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
接
種
前
に
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
の
で
、
健
康
づ

く
り
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
接
種
を
受
け
る
際
は
、
子
ど

も
の
体
調
が
分
か
る
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
で
す
。
や
む

を
得
な
い
事
情
で
保
護
者
以

外
の
人
が
同
伴
す
る
場
合

は
、
必
ず
委
任
状
を
記
入
し

持
参
し
て
く
だ
さ
い

【
三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
不
活
化

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
以
上

接
種
し
た
人
へ
】

　
四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
、
接

種
開
始
時
点
（
　
月
１
日
）
で
、

１１

三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
単
独
の

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
ど

ち
ら
と
も
未
接
種
の
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
、
三
種

混
合
ワ
ク
チ
ン
お
よ
び
単
独
の

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
併

用
は
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
既
に
三
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
ま
た
は
単
独
の
不
活

化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
ど
ち
ら

か
の
接
種
を
１
回
以
上
受
け
ら

れ
た
人
は
、
四
種
混
合
ワ
ク
チ

ン
は
接
種
せ
ず
、
三
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
と
単
独
の
不
活
化
ポ
リ

オ
ワ
ク
チ
ン
を
必
要
回
数
接
種

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課

へ
。

　税は福祉、教育、健康、環境

など、住民サービス提供の財源

となるものです。また税を滞納

することは、納期限内に納付さ

れている人との公平性を欠くこ

とになります。

　納期限を過ぎても町税を納付

していない人に、督促状、催告

書などで町税の納付をお願いし

ています。それでもなお、納付

がない人に対しては、滞納処分

の強化に努めています。

　滞納処分とは、納期限が過ぎ

て督促状、催告書などを送付し

ても納付がない人に対して、地

方税法に基づき財産（預貯金、

給与、不動産、生命保険など）

を差し押さえ、換価、公売、取

り立てをし、その代金を町税な

どに充当する一連の処分です。

　町では 毅  然 とした態度で、滞
き ぜん

納処分（財産差押）に取り組ん

でいます。

【平成２３年度の滞納処分の状況】

□債権（預貯金・給与・年金・

生命保険など）　９８１件

□不動産　７件

【お早めにご相談ください】

　収納課では、納税相談を随時

受け付けていますので、さまざ

まな事情により納期限までに納

められない場合は、できるだけ

お早めにご相談ください。

※詳しくは、収納課（内線１５４）へ。

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
開
始
さ
れ
ま
し
た

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
１
２
１

６２

税の

滞納処分を

強化しています

納税の公平性を確保するために
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定
の
基
準
以
下
の
場
合
に
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
も
の
で

す
。
　
保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受
け
て

い
る
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
な

ど
で
障
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
猶
予
を
受
け

た
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め
の

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
に
は
反
映
し
ま
せ

ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
　

年
以
内
に
保

１０

険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

必
要
で
す
。

　
承
認
期
間
は
、
７
月
か
ら
平
成

　
年
６
月
ま
で
で
す
。
若
年
者
納

２５付
猶
予
制
度
を
申
請
さ
れ
る
人

は
、
役
場
住
民
課
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
は
、
原
則
と
し
て
毎
年
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
翌
年
度
以
降

分
も
あ
ら
か
じ
め
申
請
（
継
続
申

請
）
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
（
内
線
１

２
５
）
、
ま
た
は
太
田
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課
（
緯
　
・
３
７
１
２
）

４９

へ
。

□
日
時
・
場
所
・
対
象
　
下
表
の

と
お
り

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

館
林
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

（
緯
　
・
９
５
０
７
）
へ
。

７２

　
町
消
費
生
活

セ

ン

タ

ー

で

は
、
消
費
者
問

題
を
中
心
と
す

る
生
活
に
関
す

る
図
書
や
雑
誌

の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

□
貸
出
日
時
　
月
～
金
曜
日
　
午

前
　
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～

１０
５
時
（
た
だ
し
、
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）

□
場
所
　
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
役
場
商
工
課
内
）

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
、

町
内
の
学
校
、
団
体

□
費
用
　
無
料

※
貸
出
方
法
、
貸
出
期
間
な
ど
詳

し
く
は
、
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
３
５
１
１
）
へ
。

６３

【
　
歳
未
満
の
人
は
承
認
を
受
け

３０
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
】

　
　
歳
未
満
の
第
一
号
被
保
険
者

３０
で
所
得
の
少
な
い
人
に
は
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
世
帯
主
（
同
居

の
親
な
ど
）
の
所
得
に
関
係
な
く
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

【町内の放射線量の測定結果】

　町では、町内の公共施設などにおいて屋外

の空間放射線量の測定を実施し、測定の結果

は、地上高さ１ｍ地点の基準値「０．２３マイク

ロシーベルト／時」を下回っています。また、

子どもが集まる場所を対象とした町独自の厳

しい基準である「地表面で０．２３マイクロシー

ベルト／時」の箇所もありませんでした。

　今後も調査を継続し、結果は随時広報おお

いずみや町ホームページにてお知らせしま

す。町ホームページをご覧になれない人には

環境課で測定結果を配布していますので、ご

利用ください。

□測定日　１０月３日～１５日

□測定場所　町内公共施設など４５地点

□測定値（定点測定、地上高さ１ｍ地点）

・最大値…０．１０３マイクロシーベルト／時

・最小値…０．０４３マイクロシーベルト／時

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　１０月５日、１９日に町内２か所の浄配水場と、

１１月２日に東部地域水道事務所（千代田町）で

放射性物質の検査を行った結果、それぞれ放

射性物質は検出されず、飲用に支障がないこ

とが確認されています。

【被災者への支援（１０月３０日現在）】

□義援金総額　１,５９２万４,９２８円

東日本大震災関連情報

太
田
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

国

民

年

金

保

険

料

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

館
林
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

所
得
税
の
決
算
説
明
会

■実施日時・場所など

町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
者
問
題
な
ど
の

図
書
を
貸
し
出
し
ま
す

場所時間期日対象
太田商工会議所

午前１０時～正午
１２月５日昌

営業
青
色
申
告

館林税務署１２月７日晶

太田商工会議所午後１時３０分～
３時３０分

１２月５日昌
不動産

館林税務署１２月７日晶

太田市農協本所午後１時３０分～
３時３０分

１２月６日昭
農業

邑楽館林農協本所１２月１１日昇

館林税務署

午前１０時～正午

１２月１２日昌

営業・不動産白
色
申
告

午後１時３０分～
３時３０分

農業
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□
期
日
　
　
月
１
日
　

１２

（土）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

２０

（
品
物
が
売
り
切
れ
し
だ
い
終
了
）

□
場
所
　
県
立
大
泉
高
等
学
校
生

物
生
産
南
棟
周
辺
（
北
小
泉
２

の
　
の
１
）

１６

□
販
売
品
目

・
野
菜
部
門
…
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

ハ
ク
サ
イ
、
ネ
ギ
、
キ
ャ
ベ
ツ

な
ど

・
草
花
部
門
…
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ミ

ニ
シ
ク
ラ
メ
ン
、
ポ
イ
ン
セ
チ

ア
、
パ
ン
ジ
ー
、
ビ
オ
ラ
、
寄

せ
植
え
鉢
、
プ
リ
ム
ラ
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
苗
な
ど

・
作
物
部
門
…
サ
ト
イ
モ
、
ダ
イ

コ
ン
、
カ
キ
、
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

な
ど

・
造
園
部
門
…
手
づ
く
り
六
角

ポ
ッ
ト
寄
せ
植
え

・
バ
イ
オ
部
門
…
イ
ン
ビ
ト
ロ
フ

ラ
ワ
ー
な
ど

・
食
品
部
門
…
み
そ
、
ジ
ャ
ム
な
ど

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
…
キ
ム
チ
、
花
木
苗
木
、

果
樹
苗
木
、
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
（
試

食
）

※
詳
し
く
は
、
県
立
大
泉
高
等
学

校
（
緯
　
・
３
５
６
４
）
へ
。

６２

□
期
日
　
　
月
８
日
　

１２

（土）

□
時
間
　
午
後
６
時
　

分
開
演

３０

（
午
後
６
時
開
場
）

□
場
所
　
館
林
市
文
化
会
館
（
館

林
市
城
町
３
の
１
）

□
費
用
　
３
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

※
詳
し
く
は
、
館
林
第
九
合
唱
団

会
長
・
根
岸
　
弘
さ
ん
（
緯
　
・
７４

０
６
５
０
）
へ
。

　
館
林
厚
生
病
院
の
耐
震
化
工
事

に
伴
い
、
外
来
診
療
の
一
部
を
、

現
在
建
設
中
の
仮
設
外
来
棟
で
行

う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
対
象
の
外
来
は
次
の
と
お
り

で
、
仮
設
棟
で
の
診
療
開
始
は
　１１

月
　
日
　
の
予
定
で
す
。
他
の
外

２６

（月）

来
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

□
対
象
外
来
　
内
科
、
循
環
器
科
、

脳
神
経
外
科
、
心
臓
血
管
外
科
、

麻
酔
科
、
整
形
外
科
、
小
児
科
、

産
婦
人
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉

科
、
化
学
療
法

※
外
来
の
場
所
が
変
わ
っ
て
迷
っ

た
場
合
な
ど
は
、
近
く
の
職
員
に

お
聞
き
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

館
林
厚
生
病
院
病
院
建
設
室
（
緯

　
・
３
１
４
０
）
へ
。

７２□
仕
事
内
容
　
植
木
 剪
  定
 、
除
草

せ
ん
 
て
い

作
業
の
就
業
手
配
な
ど

□
資
格
　
普
通
自
動
車
免
許
を
有

し
て
い
る
人
（
　
歳
以
上
の
人

６０

歓
迎
）

□
給
与
　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
規
程
に
よ
る

□
休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
ほ
か

□
応
募
方
法
　
電
話
で
連
絡
の
う

え
、
履
歴
書
を
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
提
出
す
る

※
詳
し
く
は
、
公
益
社
団
法
人
町

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
６１

２
２
３
０
）
へ
。

□納期限　１１月３０日晶

□今月の納期

・町県民税　　　　　　　３期

・国民健康保険税　　　　５期

・介護保険料　　　　　　５期

・後期高齢者医療保険料　５期

【延長窓口】

□期日　１１月１４日、２１日、２８日および

１２月５日、１２日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　１１月１０日、１７日、２４日および

１２月１日、８日、１５日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないことも

ありますので、事前にご確認ください。

詳しくは、各担当課へ。

今月の納期

町の人口と世帯

前月対比１０月末日現在の数

＋１３６４１,１４７　人
人 口

(＋１０５)(６,３２４　人)

＋８２２１,２１７　人
男

(＋６０)(３,２８８　人)

＋５４１９,９３０　人
女

(＋４５)(３,０３６　人)

＋１０３１７,７７４世帯
世帯数

(＋５４）(３,１８０世帯)

出  生　２９人　　死  亡　２４人
(　)内は外国人登録者・世帯数

平成２４年累計１０月分

８（４）件０（０）件
△火災発生

（　）内は建物火災

２,６６０,０００円０円△損 害 額

１,１３８件１１５件△救急出動

１４４件１２件 煙交通事故

７８２件８１件 煙急 病

２１２件２２件 煙そ の 他

・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

先月の１１９番

時間外窓口

館
林
厚
生
病
院

外
来
診
療
の
一
部
が

仮
設
外
来
棟
へ
移
り
ま
す

県
立
大
泉
高
等
学
校

農

産

物

即

売

会

「
秋
の
泉
農
フ
ェ
ア
」

館
林
第
九
合
唱
団

会
長
・
根
岸
　
弘
さ
ん

館

林

第

九

演

奏

会

公
益
社
団
法
人

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

嘱

託

職

員
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□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
中
央
消
防
署
へ
電

話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
講
習
を
修
了
し
た
人
に
は
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、

中
央
消
防
署
（
緯
　
・
６
１
１
９
）

３２

へ
。

　
県
労
働
委
員
会
で
は
、
個
々
の

労
働
者
と
事
業
主
の
間
の
、
労
働

条
件
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

（
個
別
的
労
使
紛
争
）
を
解
決
す
る

た
め
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
労
働
委
員
会
の
公
益
委
員
・
労

働
者
委
員
・
使
用
者
委
員
の
三
者

が
、
公
正
、
中
立
な
立
場
か
ら
両

者
の
間
を
調
整
し
て
、
話
し
合
い

に
よ
る
解
決
を
目
指
し
ま
す
。

　
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

の
人
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
対
象
　
県
内
に
あ
る
事
業
所
の

労
働
者
・
事
業
主

□
対
象
事
案
　
解
雇
・
雇
止
め
・

配
置
転
換
・
出
向
・
懲
戒
処
分

な
ど
の
労
働
条
件
、
そ
の
他
労

働
問
題
に
関
す
る
紛
争

※
詳
し
く
は
、
県
労
働
委
員
会
事

務
局
（
緯
０
２
７
・
２
２
６
・
２

７
８
３
）
、
ま
た
は
ぐ
ん
ま
県
民
労

働
セ
ン
タ
ー
（
緯
０
１
２
０
・
　
・
５４

６
０
１
０
）
へ
。

【
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

人
は
、
群
馬
労
働
局
へ
ご
相
談
を
】

　
労
働
に
係
る
紛
争
問
題
で
お
困

り
の
労
働
者
、
事
業
主
の
皆
さ
ん
、

群
馬
労
働
局
で
は
、「
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
解
雇
、
労
働
条
件
、
退
職
勧
奨
、

い
じ
め
な
ど
労
働
分
野
の
あ
ら
ゆ

る
相
談
に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す

の
で
、
紛
争
の
未
然
防
止
お
よ
び

解
決
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
総
合

労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
群
馬
労
働

局
企
画
室
内
　
緯
０
２
７
・
２
１

０
・
５
０
０
２
）
、
ま
た
は
太
田
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
太
田
労

働
基
準
監
督
署
内
　
緯
　
・
９
９

４５

２
０
）
へ
。

【
あ
な
た
の
運
転
を
見
つ
め
直
し

て
み
ま
せ
ん
か
？
】

　
こ
の
教
室
は
、
警
察
官
・
金
山

自
動
車
教
習
所
教
習
指
導
員
（
教

官
）
が
交
通
安
全
に
必
要
な
知
識

と
運
転
技
能
を
指
導
し
、
交
通
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
試
験
・
検
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

□
期
日
　
　
月
７
日
　

１２

（金）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
正
午

３０

□
場
所
　
金
山
自
動
車
教
習
所

（
太
田
市
龍
舞
町
５
５
０
２
）

□
内
容
　
自
動
車
運
転
技
能
演
習

（
場
内
・
場
外
）
、
交
通
安
全
講

話
な
ど
（
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）

□
対
象
　
町
内
在
住
で
自
動
車
を

運
転
す
る
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
安
全
安
心
課
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

２６

（月）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
安
全
安
心
課
（
内

線
２
２
４
）
へ
。

□
期
日
　
　
月
９
日
　

１２

（日）

□
時
間
・
対
象

・
午
前
　
時
～
…
０
～
３
歳
児
と

１０

保
護
者

・
午
前
　
時
～
…
４
～
６
歳
児
と

１１

保
護
者

□
場
所
　
図
書
館
１
階
視
聴
覚

ホ
ー
ル
（
中
央
３
の
　
の
　
）

１１

２１

□
講
師
　
半
田
美
千
子
先
生
（
大

泉
保
育
福
祉
専
門
学
校
講
師
）

□
対
象
　
各
年
齢
の
親
子
各
　
組
２０

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
図
書
館
へ
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
　
　
月
　
日
　
　

１１

２１

（水）

午
前
９
時
～

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
（
緯
　
・
６３

６
３
９
９
）
へ
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１２

１６

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午

□
場
所
　
中
央
消
防
署
（
太
田
市

鳥
山
下
町
４
０
９
の
１
）

□
内
容
　
心
肺
そ
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
取
扱
い
を
学
び
ま
す

□
対
象
　
大
泉
町
・
太
田
市
内
に

在
住
ま
た
は
在
勤
・
在
学
す
る

中
学
生
以
上
の
人

図
書
館

親

子

手

遊

び

教

室

　ストレッチで体をほぐし体の代謝

を高めましょう。好きな香りで手足

のセルフマッサージも行います。

□期日　１１月２１日昌、２８日昌

□時間　午前１０時～正午

□場所　保健福祉総合センター（吉

田２４６５）

□内容　素足で行うストレッチ運

動、セルフマッサージ

□講師　武田しげみ氏（ヨガインス

トラクター）

□対象　健康診査を受診し、これか

ら運動を始めたい人

□定員　２５人（定員になりしだい締

め切り）

□持参する物　運動のできる服装、

室内履き、ヨガマット（お持ちの

人）、ボディクリーム（好みの香り

のもの）

□申込方法　健康づくり課へ直接、

または電話で申し込む

□費用　無料

※詳しくは、健康づくり課（緯６２・

２１２１）へ。

素足ストレッチ

安
全
安
心
課

自
動
車
交
通
安
全
教
室

中
央
消
防
署

救

命

講

習

日頃の運動不足を解消しませんか
県
労
働
委
員
会
事
務
局

労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
調
整

群
馬
労
働
局

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー



(15) 広報おおいずみ　Ｈ24.11.10　Vol.750

■
犯
罪
被
害
者
週
間

　
　
月
　
日
　
～
　
月
１
日
　
は

１１

２５

（日）

１２

（土）

犯
罪
被
害
者
週
間
で
す
。

　
犯
罪
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
や

そ
の
ご
家
族
は
、
犯
罪
に
よ
る
直

接
的
な
被
害
や
経
済
的
な
被
害
だ

け
で
は
な
く
、
精
神
的
に
も
深
刻

な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
被
害
を
受
け
た
人
が
立
ち

直
り
、
再
び
地
域
の
中
で
平
穏
に

過
ご
せ
る
よ
う
、
こ
の
「
犯
罪
被

害
者
週
間
」
を
機
に
、
犯
罪
被
害

者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
、
皆
さ
ん
の
い
っ
そ
う
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
8
.ca
o
.g
o
.jp

h
a
n
za
i/con
te
n
ts.h
tm
l/

）
、
ま
た
は

国
際
協
働
課
（
内
線
２
１
２
）
へ
。

■
犯
罪
被
害
者
の
電
話
相
談
窓
口

　
警
察
お
よ
び
民
間
団
体
で
は
、

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
ご
家
族
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

【
警
察
に
よ
る
相
談
窓
口
】

□
電
話
番
号

・
犯
罪
被
害
者
相
談
…
緯
０
２

７
・
２
２
１
・
７
７
７
７

・
性
犯
罪
被
害
者
相
談
…
緯
０
２

７
・
２
２
４
・
４
３
５
６

・
警
察
安
全
相
談
…
緯
０
２
７
・

２
２
４
・
８
０
８
０
、
ま
た
は

♯
９
１
１
０

・
大
泉
警
察
署
…
緯
　
・
０
１
１
０

６２

【
民
間
団
体
に
よ
る
相
談
窓
口
】

□
団
体
　
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

す
て
っ
ぷ
ぐ
ん
ま
（
県
公
安
委

員
会
指
定
・
犯
罪
被
害
者
等
早

期
援
助
団
体
）

□
相
談
日
時
　
月
～
金
曜
日
（
た

だ
し
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

□
相
談
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後

１０

３
時

□
電
話
番
号
　
緯
０
２
７
・
２
４

３
・
９
９
９
１

※
相
談
窓
口
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
大
泉
警
察
署
（
緯
　
・
０
１

６２

１
０
）
へ
。

　
町
お
よ
び
町
商
工
会
で
は
、
創

業
、
開
業
や
新
製
品
の
開
発
・
販

路
開
拓
、
金
融
、
法
律
な
ど
の
相

談
に
弁
護
士
な
ど
専
門
家
を
相
談

員
に
迎
え
て
の
よ
ろ
ず
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
６
日
　

１２

（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
役
場
３
階
大
会
議
室
　

ほ
か

□
対
象
　
町
内
中
小
企
業
者

□
相
談
内
容

・
創
業
、
開
業
関
係

・
経
営
改
善
関
係

・
特
許
申
請
関
係

・
金
融
、
税
務
関
係

・
法
律
関
係

・
人
事
、
労
務
管
理
関
係
　
な
ど

□
相
談
員
　
町
顧
問
弁
護
士
、
税

理
士
、
弁
理
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、
県
産
業
支
援
機
構
職
員

な
ど

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
商
工
課
（
内
線
１

３
８
）
へ
。

□
町
へ

・
水
彩
画
　
点
１０

エ
ス
ポ
ア
ー
ル
代
表
　
入
谷
　
忠

□
財
政
調
整
基
金

・
３
万
円
　
　
　
　
　
子
安
正
子

・
５
万
円
　
　
　
　
　
河
内
三
幸

□
福
祉
基
金

・
５
万
１
０
０
０
円
　
　
　
三
蔵

（株）

町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
１１月２２日昭・１２月１３日昭

午前１０時３０分～午後３時３０分

日時

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
１２月１１日昇

午前１０時～午後３時

日時

町公民館（吉田２４６５）場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

定例相談

費用無料。秘密は厳守します。

詳しくは、各問い合わせ先へ。

お気軽にご相談ください。

大
泉
警
察
署

「
犯
罪
被
害
者
週
間
」

支

援

に

ご

協

力

を

商
工
課

創
業
・
経
営
よ
ろ
ず
相
談
会

犯罪被害者等支援

シンボルマーク
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まちづくり、一歩前へ！

協働のまちづくりをすすめる

さまざまな団体などをご紹介します。

コラボイス

月
第
１
・
第
３
木
曜
日
の

町
公
民
館
実
習
室
。
所
狭

し
と
動
き
回
る
の
は
、
町
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の
皆
さ
ん

だ
。
お
昼
に
間
に
合
う
よ
う
に

と
、
大
量
の
お
弁
当
作
り
を
て

き
ぱ
き
と
進
め
て
い
く
。

　
会
の
活
動
の
大
き
な
柱
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
こ
の
「
ふ

れ
あ
い
食
事
サ
ー
ビ
ス
」
だ
。

町
内
に
一
人
で
住
ん
で
い
て
、

炊
事
や
外
出
が
困
難
な
　
歳
以

７５

上
の
人
を
対
象
に
、
お
弁
当
を

届
け
て
い
る
の
だ
。

　
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
も
考
え
ら

れ
た
お
弁
当
は
、
毎
回
１
４
０

食
近
く
も
配
ら
れ
る
。
配
達
係

が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
宅
に
直
接
届

け
、
お
年
寄
り
と
会
話
を
交
わ

す
こ
と
で
、
元
気
に
暮
ら
し
て

い
る
か
確
認
す
る
重
要
な
役
割

も
果
た
し
て
い
る
。

弁
当
を
調
理
し
、
配
達
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
な
く
し
て
成
り
立
た
な
い
こ

の
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
こ
の
活
動

を
陰
な
が
ら
支
え
る
大
き
な
力

が
あ
る
。
町
内
に
工
場
を
持
つ
、

み
そ
製
造
大
手
メ
ー
カ
ー
「
ハ

ナ
マ
ル
キ
　
」
だ
。

（株）

　
ハ
ナ
マ
ル
キ
　
で
は
、
お
み

（株）

そ
を
は
じ
め
、
お
み
そ
の
原
料

で
あ
る
大
豆
、
お
み
そ
汁
を
入

れ
る
容
器
な
ど
を
、
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
議
会
に
提
供
し
て
い

る
。
提
供
さ
れ
た
品
は
、
お
み

そ
汁
や
、
お
弁
当
を
彩
る
お
か

ず
へ
と
姿
を
変
え
、
対
象
者
へ

と
届
け
ら
れ
て
い
る
。

「
地
域
の
た
め
に
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

支
え
る
大
き
な
力

毎

ボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボボララララララララララララララララララララランンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会ののののののののののののののののののののの会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ががががががががががががががががががががが作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおボランティア協議会の会員が作ったおみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ

そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそ汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁汁ををををををををををををををををををををを手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手にににににににににににににににににににににすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすそ汁を手にするるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナマママママママママママママママママママママルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ののののののののののののののののののののの皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆「ハナマルキ」の皆ささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。ん。
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マママママママママママママママママママママルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルマルキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキ叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙叙社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員ののののののののののののののののののののの表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表社員の表情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情ががががががががががががががががががががが思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思思わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩緩むむむむむむむむむむむむむむむむむむむむむが思わず緩む。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

ハ
ナ
マ
ル
キ
㈱

温
か
い
お
弁
当
を
届
け
る

お ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

陰
な
が
ら
支
え
る
存
在
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どんなお子さんですか？

　　いろいろなものに興味があり、好奇心が

旺盛です。優しい性格で、人見知りすると

ころもあります。

仕事との両立は？

　　帰りが遅いときもあり、寝顔しか見られ

ないこともありますが、家族と連絡を取り、

できるだけ食事やお風呂をいっしょにでき

るようにしています。また、どんな小さな

こともいっしょに行動する機

会を増やし、いろいろな

ことが体験できるよ

うに心がけています。

育児の楽しさは？

　　自分の時間がなか

なか持てないという

面もありますが、子ど

もの成長に日々驚き、

直接さまざまな発見

が感じられるところ

に、子育てに関わって

楽しさを感じます。

どんなお子さんに育っ

てほしいですか？

　　優しく、たくましく

育ってほしいです。

� ��＆� �Men

���� ����

��������

子育てに積極的に関わっている男性（イクメン）や

“孫育て”を楽しんでいる中高年の男性（イクジイ）

をご紹介します。

　このコーナーでは、子育てを楽しんで

いる男性を探しています。

□対象　町内在住で、子育てに積極的に

関わっている男性（ただし、子どもは

就学前くらいまで）

※掲載が決まりましたら、男性が育児を

している様子を撮影した写真、簡単なエ

ピソードなどを提出していただきます。

詳しくは、広報情報課（内線２１５）へ。

募集しています

我が家の 育 
イク

 Ｍｅｎ ＆育じい
　メン

 東海林 　
し ょ う じ

 豊 さん（３９歳）
ゆたか

　　　　 禮 くん（  ５歳）
れい

ナ
マ
ル
キ
　
が
み
そ
な
ど

（株）

を
提
供
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
こ
こ
１
年
ほ
ど
の
こ

と
。
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

の
活
動
を
知
り
、
ハ
ナ
マ
ル
キ

　
が
、
お
み
そ
の
提
供
に
動
い

（株）た
の
だ
。
毎
回
限
ら
れ
た
予
算

で
や
り
く
り
を
し
て
い
る
会
と

し
て
は
、
そ
う
い
っ
た
企
業
と

の
つ
な
が
り
を
「
す
ご
く
助
か

り
ま
す
」
と
喜
ん
で
い
る
。

　
会
員
さ
ん
に
お
み
そ
の
評
判

を
聞
い
て
み
る
と
、「
お
い
し
い

で
す
よ
！
」
と
即
時
に
答
え
が

返
っ
て
き
た
。「
お
か
わ
り
し
た

い
ぐ
ら
い
！
」
な
の
だ
そ
う
だ
。

　
お
弁
当
が
届
け
ら
れ
る
お
年

寄
り
か
ら
も
、
お
み
そ
の
味
は

す
こ
ぶ
る
評
判
だ
と
い
う
。

う
し
た
声
を
直
接
聞
い
た

ハ
ナ
マ
ル
キ
　
の
皆
さ
ん

（株）

は
少
し
照
れ
く
さ
そ
う
だ
が
、

誇
ら
し
げ
に
も
見
え
る
。

　
初
め
て
お
弁
当
調
理
の
場
を

目
に
し
た
と
い
う
ハ
ナ
マ
ル
キ

　
 馬
  上
  浩
  一
 総
務
課
長
は
、

ま
 

が
み
 
こ
う
 
い
ち

（株）「
こ
ん
な
に
お
お
ぜ
い
の
人
た

ち
が
調
理
し
て
い
る
ん
で
す

ね
」
と
驚
い
た
様
子
。
そ
し
て
、

「
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
、

こ
う
し
て
貢
献
で
き
て
光
栄
で

す
」
と
胸
を
張
る
。
ハ
ナ
マ
ル

キ
　
 篠
  原
  一
  哉
 さ
ん
は
、「
消
費

し
の
 
は
ら
 
か
ず
 
や

（株）
者
の
皆
さ
ん
と
直
接
ふ
れ
合
え

て
う
れ
し
い
で
す
」
と
話
し
、

皆
さ
ん
が
喜
ん
で
い
る
姿
を
実

感
し
た
よ
う
。
同
じ
く
、
ハ
ナ

マ
ル
キ
　
 大
  園
  隆
  馬
 係
長
は
、

お
お
 
ぞ
の
 り
ゅ
う
 
ま

（株）

「
小
さ
な
こ
と
で
も
、
何
か
地
域

の
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ

ば
」
と
、
思
い
を
口
に
し
た
。

　
供
地
域
の
た
め
に
僑
始
ま
っ
た

支
援
が
、
今
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
う
え
で
欠
か
せ
な

い
も
の
に
な
っ
た
。
心
を
込
め

て
作
ら
れ
る
お
弁
当
は
、
企
業

の
協
力
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、

楽
し
み
に
し
て
い
る
お
年
寄
り

へ
と
届
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

「
お
い
し
い
で
す
よ
！

お
か
わ
り
し
た
い
ぐ
ら
い
」

ハ

こ 小
さ
な
こ
と
で
も

地
域
の
た
め
に
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イラストは黒で描いてね！

健康づくり課のスタッフが、

健康についての鍵を

ご紹介します。

▼

Ｐ
・
N
　
ミ
ッ
キ
ー

▼

Ｐ
・
N
　
翔
ち
ゃ
ん

▼

Ｐ
・
N
　
マ
ン
ガ
家
志
望

【今月の鍵】

慢性疲労（その４）

～心も体も疲れている～

エッセイ

豊心
町長町長の日記からの日記からにか

　黄金に輝く 東雲 に今日の晴天を確信
し の の め

し、心躍った。

　町発足５５周年記念体育祭は、新築した

南中学校舎を背に、整備された校庭で催さ

れた。多数の来賓を迎え、町内２２分団の

選手、役員、応援者、大会を主管する体育

協会、スポーツ推進委員、交通指導員、関

係各位の総力を上げての祭典となった。

ふれ合いと体を動かす楽しさを求める親

睦種目と、上位入賞を目指し勝利を争う種

目が交互に運行された。昼休みには各小

学校のマーチングバンド、愛好者団体の民

謡おどりが披露され、くつろぎの中に祭り

の雰囲気が演出された。陽が傾きかけた

頃、優勝争いは熱気を帯び、フィナーレに

は手に汗するドラマが展開された。結果は

北部分団が三連覇を成し遂げた。その熱

意と努力、集団の結束力には頭が下がる。

心からお祝い申し上げたい。

　健康でスポーツする喜びを満喫した一

日であった。

アンカーは　釣瓶落としの　陽の光

～１０月１４日～

第５６回大泉町民体育祭

（あんかーは　つるべおとしの　ひのひかり）

【
ほ
ど
よ
い
全
身
の
筋
肉
運
動
と

し
て
、
あ
な
た
も
毎
日
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
】

　
体
の
疲
れ
は
、
目
、
肩
、
腰
に

く
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

デ
ス
ク
ワ
ー
ク
な
ど
で
長
い
時

間
、
同
じ
姿
勢
を
続
け
て
い
る
人

は
、
筋
肉
の
緊
張
に
よ
っ
て
血
流

が
悪
く
な
り
が
ち
で
す
。
そ
の
た

め
、
全
身
へ
の
酸
素
や
栄
養
の
供

給
が
う
ま
く
い
か
ず
、
筋
肉
に
痛

み
を
覚
え
た
り
、
目
が
重
く
感
じ

た
り
、
集
中
力
が
途
切
れ
や
す
く

な
る
の
で
す
。
そ
ん
な
状
態
に
陥

ら
な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
積
極

的
に
筋
肉
に
刺
激
を
与
え
、
血
行

の
促
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
方
法
と
し
て
、
誰
で
も
簡

単
に
で
き
る
の
が
「
歩
く
こ
と
」

で
す
。
歩
く
こ
と
は
、
ほ
ど
よ
い

全
身
の
筋
肉
運
動
で
、
足
を
動
か

せ
ば
、
全
身
に
血
液
が
循
環
し
、

す
み
ず
み
ま
で
酸
素
と
栄
養
が
届

き
ま
す
。
毎
日
の
生
活
で
約
　
分
１０

程
度
、
歩
く
時
間
を
増
や
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

【
正
し
い
歩
き
方
】

・
頭
は
垂
直
に
し
、
視
線
は
進
行

方
向
を
見
る

・
顎
を
引
く

・
背
筋
を
伸
ば
し
、
胸
を
張
る

・
腹
部
を
引
き
締
め
る

・
膝
を
伸
ば
し
て
、
か
か
と
か
ら

地
面
に
着
く
よ
う
に
す
る

・
歩
幅
は
ふ
だ
ん
歩
く
よ
り
少
し

広
く
す
る

・
肘
を
　

度
に
曲
げ
、
腕
は
リ

９０

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
大
き
く
リ
ズ
ミ

カ
ル
に
振
る

・
つ
ま
先
で
地
面
を
蹴
り
、
体
を

前
進
さ
せ
る

【
靴
を
選
ぶ
コ
ツ
】

　
靴
に
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
門

靴
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
靴
が
あ
り
ま
す

が
、
実
際
に
履
い
て
み
て
自
分
の

足
に
合
っ
た
靴
を
選
び
ま
し
ょ

う
。

・
足
の
幅
や
甲
の
高
さ
も
合
っ
て

い
る

・
窮
屈
で
な
い

・
軽
く
て
通
気
性
が
あ
る

・
底
が
厚
く
滑
ら
ず
、
ク
ッ
シ
ョ

ン
性
が
高
い

・
靴
底
が
し
な
や
か
で
足
裏
に
密

着
し
て
い
る

（
健
康
づ
く
り
課
・
久
保
田
松
江
）

混
合
１
０
０
０
ｍ
リ
レ
ー
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　町消費生活相談員が、さまざまな事例を元に、かしこい

消費生活を送るワンポイントをご紹介します。

かしこい消費者の手引き

冗町消費生活センター　緯６３･３５１１

【第３２回】外国通貨取引のトラブル
冷静に考えて判断しましょう

　
シ
リ
ア
（
ポ
ン
ド
）
や
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
（
ア
フ
ガ
ニ
）
、
イ

ラ
ク
（
デ
ィ
ナ
ー
ル
）
な
ど
、

国
内
で
の
両
替
が
困
難
な
外
国

通
貨
を
、
為
替
レ
ー
ト
を
は
る

か
に
上
回
る
金
額
で
購
入
さ
せ

る
被
害
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

【
事
例
】

　
Ａ
社
か
ら
「
シ
リ
ア
ポ
ン
ド

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
Ｂ
社
か
ら

届
い
て
い
な
い
か
」
と
電
話
が

あ
り
、「
シ
リ
ア
は
石
油
な
ど
の

埋
蔵
が
確
認
さ
れ
て
お
り
将
来

発
展
す
る
国
だ
。
通
貨
価
値
も

必
ず
上
が
る
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
届
い
た
人
し
か
買
え
な
い
の

で
、
当
社
の
代
わ
り
に
シ
リ
ア

ポ
ン
ド
を
買
っ
て
ほ
し
い
。
高

値
で
買
い
取
る
」
と
言
わ
れ
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
「
１
０
０

０
シ
リ
ア
ポ
ン
ド
紙
幣
　
万
１５

円
」
と
あ
っ
た
の
で
、
Ｂ
社
か

ら
５
枚
購
入
し
た
。
購
入
後
Ａ

社
に
買
い
取
っ
て
ほ
し
い
と
電

話
す
る
と
「
も
っ
と
買
っ
て
も

ら
わ
な
い
と
買
い
取
れ
な
い
」

と
言
わ
れ
、
さ
ら
に
１
枚
追
加

し
た
。
送
ら
れ
た
紙
幣
を
見
た

娘
か
ら
「
だ
ま
さ
れ
て
い
る
の

で
は
」
と
言
わ
れ
、
不
審
に
思
っ

た
。
返
金
し
て
ほ
し
い
。

（
　
歳
代
・
女
性
）

７０

【
解
説
】

・
高
齢
者
に
対
し
て
、
し
つ
こ

く
巧
妙
な
「
劇
場
型
勧
誘
」

が
行
わ
れ
て
い
ま
す

※
劇
場
型
勧
誘
と
は
、
そ
れ
ぞ

れ
役
割
を
持
っ
た
複
数
の
業
者

が
登
場
し
て
、
消
費
者
の
購
買

意
欲
を
あ
お
る
巧
妙
な
手
口
の

こ
と
を
言
い
ま
す
。

・
事
例
で
は
、
１
０
０
０
シ
リ

ア
ポ
ン
ド
紙
幣
を
合
計
６
枚

購
入
し
、
　

万
円
支
払
っ
て

９０

い
ま
す
。
１
０
０
０
シ
リ
ア

ポ
ン
ド
を
日
本
円
に
換
算
す

る
と
、
約
１
１
５
０
円
と
な

り
、
相
談
者
は
　
万
円
で
６

９０

９
０
０
円
程
の
外
貨
を
手
に

入
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
実
際
に
買
い
取
っ
て
も
ら
え

る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ

ん
。
外
国
通
貨
の
購
入
を
勧

め
る
業
者
に
は
十
分
に
注
意

し
、
う
ま
い
話
を
信
用
し
て

は
い
け
ま
せ
ん

・
お
金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と

業
者
と
連
絡
が
取
れ
な
く
な

る
な
ど
し
て
、
取
り
戻
す
の

は
極
め
て
困
難
で
す
。
契
約

の
前
に
、
冷
静
に
考
え
る
時

間
を
作
り
、
検
討
を
重
ね
て

か
ら
判
断
し
ま
し
ょ
う

■
出
典
…
独
立
行
政
法
人
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
「
見
守
り
新

鮮
情
報
１
４
４
号
」

※
詳
し
く
は
、
町
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
内
線
１
３
９
、
緯
　
・
６３

３
５
１
１
（
直
通
）
）
へ
。

か月目

４月から１年間、災害派遣として福島県鏡石町に勤務している大泉町職員が、

現地のさまざまをリポートします。

▼福島県鏡石町ホームページ　http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/ 

７

が残っているのは中央玄関付近だけのようで残念

ですが、アーチやレトロな照明が作り出す雰囲気

は合同庁舎に来ていることを忘れてしまいそうに

なります。

　ちょうど、東京駅丸の

内駅舎（赤れんが駅舎）

の復原工事が完了した

ことで注目を集めてい

るようですが、郡山周辺

も空襲がなければ、もっ

と昔の町並みが残って

いたのかもしれません。 福島県郡山合同庁舎

　１０月に入り朝晩の空気はひんやりとしたもの

になり、朝霧が立ちこめることが多いのですが、

仕事においても出張の多い月となりました。もち

ろんこれまでも、 須  賀  川  市 や
す か がわ し

 郡  山  市 の金融機関に
こおり やま し

行くことはありましたが、特に今月は研修などが

数多くあったわけです。福島県庁の正庁から電算

会社までさまざまな場所を訪れるなかで、建築物

として印象に残っているのが郡山市にある合同庁

舎です。昭和５年に旧郡山市役所として建てられ

たこの庁舎は、鉄筋コンクリート造２階建てで、

国会議事堂を思わせる左右対称のシンメトリーな

デザインとなっています。内部で建築当時の部分

鏡石町派遣日記

いわき

福島

会津若松

鏡石町
かがみいし    まち

南相馬郡山

白河
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私の
ひとこと

皆さんからのご意見・ご質問

お待ちしています

〒370-0595

大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921

メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

図書カードが２０人に　　たる！

ご応募お待ちしています！

Ｑ広報クイズ

今月の問題 （伺ヒント）

図書カードが２０人に　　たる！

ご応募お待ちしています！

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきに書いてお送りください。全問

正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書カード

をプレゼントします。

　
　
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

１０

☆
「
秋
を
感
じ
る
と
き
」
に
寄

せ
ら
れ
た
回
答
の
中
か
ら
ご
紹

介
し
ま
す
。

　
栗
の
ス
イ
ー
ツ
、
さ
つ
ま
い

も
の
ス
イ
ー
ツ
、
結
ん
で
い
た

髪
を
お
ろ
せ
る
よ
う
に
な
る
、

お
し
ゃ
れ
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
…
あ
～
女
に
生
ま
れ
て
き
て

よ
か
っ
た
と
感
じ
る
と
き
…
。

Ｂ
Ｕ
Ｔ
…
夏
が
終
わ
る
と
シ
ミ

が
増
え
て
い
る
の
を
実
感
し
ま

す
。
秋
っ
て
…
。

Ｐ
・
Ｎ
　
永
遠
の
　
才
２５

　
木
枯
ら
し
が
吹
き
、
木
の
葉

が
舞
っ
て
い
る
と
き
に
秋
を
感

じ
ま
す
。

Ｐ
・
Ｎ
　
ラ
ー
メ
ン
こ
ぞ
う

　
子
ど
も
が
小
さ
か
っ
た
頃
、

緑
道
に
ど
ん
ぐ
り
を
拾
い
に

行
っ
て
い
ま
し
た
。

匿
名
希
望

　
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
を
か

ぐ
と
、
秋
が
き
た
な
ぁ
と
思
い

ま
す
。
大
好
き
な
香
り
な
の
で
、

深
呼
吸
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。

Ｐ
・
Ｎ
　
エ
ミ
マ
マ

　
ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
が
開
幕
し
た
と
き
。

芳
賀
博
之
さ
ん
（
　
区
）

１５

　
庭
に
あ
る
柿
の
木
が
色
づ
き

は
じ
め
、
空
に
ト
ン
ボ
が
飛
ん

で
い
る
と
き
。

匿
名
希
望

　
鈴
虫
の
合
唱
が
聞
こ
え
て
く

る
と
、
秋
だ
と
思
う
。匿

名
希
望

　
朝
晩
の
空
気
を
涼
し
く
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
や
、
キ

ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
を
か
い
だ

と
き
に
秋
を
感
じ
ま
す
。

板
垣
由
希
さ
ん
（
　
区
）

２４

「
秋
を
感
じ
る
と
き
」

を

教

え

て

！

糸
足
元
に
秋
が

糸
シ
ー
ズ
ン
開
幕
！

□応募方法　はがきに答え(例、①－佳)､住所､行

政区、氏名、年齢、電話番号と町政などに関す

るご意見ご要望がありましたら、書き添えてお

送りください（匿名を希望される人は「匿名希

望」と明記してください）。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！

　※応募は、１人１枚でお願いします。

□あて先　〒３７０－０５９５

　大泉町役場　広報情報課

　「広報クイズ」係

□締め切り　１１月２５日（２５日の

　消印有効）

□１０月号の正解　①－硯 ②－可

　③－硯 ④－可 ⑤－硯

□応募総数　５５通で正解は４０通でした

□当選者（敬称略）

斉藤淳史（１区）、真下ここあ（３区）、小島サチ子（８区）

芳賀博之（１５区）、安藤秀樹（１５区）、大野景子（１５区）

植松愛翔（１５区）、藤原正子（１８区）、中里弘實（１８区）

田沼香澄（１９区）、佐藤　拓（２２区）、岡部小百合（２３区）

実川文江（２３区）、古野純子（２４区）、北村京子（２７区）

大塚義介（２７区）、三田　鈴（２７区）、神藤愛実（２７区）

茂原正之（２８区）、小池里佳（３０区）

※当選者には、図書カードを郵送します。

　住所と氏名を忘れずにお書きください。

①北部分団が○連覇を達成 （伺２ページ）

　佳３ 加４ 可１０

②○○で悩んでいませんか （伺９ページ）

　佳重力 加体力 可暴力

③○種混合ワクチンが開始 （伺１１ページ）

　佳三 加四 可品

④素○ストレッチ （伺１４ページ）

　佳足 加肌 可人

⑤おいしい○○○を作ってたべよう （伺２３ページ）

　佳ビター 加バター 可ベター

☆「クリスマスの思い出」を教えてください（お答

えの中から、広報おおいずみに掲載させていただ

きます）。

糸
ス
イ
ー
ツ
に

糸
木
の
葉
が
舞
う

糸
大
好
き
な
香
り

糸
ひ
ん
や
り

糸
合
唱

糸
色
づ
く イラス

トは

黒で描
いてね

！
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将
来
の
夢
は
？

現
役
だ
っ
た
頃
、
介
護
施
設
に
慰
問

に
行
き
、
そ
の
と
き
の
介
護
福
祉

士
さ
ん
の
働
く
姿
と
、
介
護
の
仕

事
に
携
わ
っ
て
い
た
母
の
す
す
め

も
あ
り
、こ
の
学
校
に
進
学
し
ま
し

た
。
　
年
ぶ
り
の
授
業
で
勉
強
に
つ

１５

い
て
い
く
の
は
大
変
で
す
が
、
幅
広

い
世
代
の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
か
ら
励

ま
し
を
受
け
、
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
卒
業
後
、
介
護
の
現
場
で
働
き

な
が
ら
、
多
く
の
人
た
ち
の
役
に

立
ち
た
い
で
す
ね
。
そ
し
て
、
利
用

者
さ
ん
の
気
持
ち
の
分
か
る
介
護

福
祉
士
に
な
り
た
い
で
す
。

「
ち
び
っ
子
写
真
館
」
で
は
、
３
歳
未
満
の
町
内

在
住
の
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
掲
載

希
望
者
は
、
広
報
情
報
課
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

に

かってむ っ

夢夢
MY DREAM

町内の学校に在籍する、

夢に向かってがんばって

いる人をご紹介します。

 平  石  虎  太  郎 くん
ひら いし こ た ろう

（２４区・３歳）

どんなちびっ子？

はずかしがりやで、お姉ちゃんが大好

きな男の子です。

好きなものは？

砂遊びをしたり、絵本を読んだりする

ことが好きです。好物はカレーライス

です。

パパ・ママからひとこと

元気にたくましく育ってね。

 川  島 　
かわ しま

 光 さん　（３２歳）
ひかる

好きなことは

食べることが好きですね。餃子やうなぎが好物で

す。体を動かすことも好きです。

自分の性格

周りからは明るいと言われます。自分では、いろ

いろ考え込むほうだと思いますね。

学
校
・
学
年
は
？

大
泉
保
育
福
祉
専
門
学
校
の
福
祉

科
１
年
生
で
す
。

学
校
生
活
は
？

今
年
の
１
月
ま
で
　
年
間
、
力
士

１５

を
し
て
い
た
の
で
、
学
校
生
活
は

新
鮮
に
感
じ
ま
す
。
先
日
、
学
校

を
通
じ
て
、
わ
ん
ぱ
く
相
撲
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
相
撲

を
と
る
姿
は
、
見
て
い
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。
地
域
の
か
た
と

も
交
流
が
で
き
た
の
で
、
ま
た
参

加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

介
護
の
道
に
進
ん
で

多
く
の
人
の
役
に
立
ち
た
い



町のイベントや

地域の話題をお届けします。

広報で掲載された写真はご本人に

プレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

広報おおいずみ　Ｈ24.11.10　Vol.750 (22) 

１０月２８日、御正作公園・いずみの杜で、「町発足５５周年

記念第１６回産業フェスティバル」と「秋のいずみの杜まつ

り２０１２」が開催されました。産業フェスティバルでは、町

内企業による展示・即売やポニー乗馬体験などが行われ、

雨の中、おおぜいの人でにぎわっていました。また、鉄道

模型の展示や模擬店が行われたいずみの杜まつりにも多く

の家族連れが見られ、さまざまな催しを楽しんでいました。

雨
の
中
で
も
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
っ
た
秋
の
一
日

産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
＆
い
ず
み
の
杜
ま
つ
り

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
大
人
気
の
鉄
道
模
型
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日頃の訓練の成果を
披露しました

１０月２１日、スバル運動公園駐車場を会場に

「平成２４年度大泉町消防隊秋季検閲」が行われ、

検閲者である斉藤町長は、姿勢服装や機械器具

などの検閲を行いました。また、消防団員によ

るポンプ操法訓練や放水訓練も行われ、日頃の

訓練の成果が披露されました。

大泉町消防隊秋季検閲

高齢者が人生を楽しく
過ごせることを願って

社会教育講座

１０月１９日に町公民館で開催された社会教育講

座。千葉大学名誉教授の野尻雅美氏を講師に迎

え、「高齢者の健康増進～人生楽しく美しく～」

をテーマに講演が行われました。講演後にはパ

ネルディスカッションも行われ、集まった皆さ

んは、真剣な表情で話に耳を傾けていました。

地域の安全・安心を
守るための活動が評価
１０月１２日、「全国地域安全運動群馬県大会」に

おいて、「大泉町第１５区地域安全パトロール隊」

が防犯功労団体として表彰されました。その報

告のため、１０月２６日に、区長をはじめとする

代表者が斉藤町長のもとを訪れ、日頃の活動や

区の取り組みについて話しました。

防犯功労団体として表彰

たくさん振って
おいしいバターになれ
１０月２７日、北児童館で行われた「おいしいバ

ターをつくってたべよう」。生クリームを瓶に移

し、交代で上下に振ること約２０分。疲れたと言

いながらも、だんだん固まっていく様子に大興

奮の子どもたち。作りたてのバターは、食パン

やじゃがいもにつけて、ぺろりと平らげました。

おいしいバターを作ってたべよう
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▼
今
年
の
町
民
体
育
祭
で
は
、

「
ど
こ
か
北
部
分
団
の
３
連
覇

を
阻
止
し
な
い
か
な
～
」
と
写

真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
が
、
見
事

に
３
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

来
年
は
、
ど
こ
の
分
団
が
北
部

分
団
の
優
勝
、
４
連
覇
を
阻
止

す
る
の
か
？
　
今
か
ら
楽
し
み

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
 （
智
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
の
配

食
サ
ー
ビ
ス
を
取
材
後
、
試
食

用
の
お
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
高
齢
者
の
健
康
と
食
べ
や

す
さ
に
配
慮
し
た
、
と
て
も
お

い
し
い
お
弁
当
で
し
た
。
優
し

さ
の
こ
も
っ
た
そ
の
味
に
、
食

欲
だ
け
で
な
く
、
心
も
満
た
さ

れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
 
（
貴
）

▼
「
障
害
者
福
祉
」
シ
リ
ー
ズ

最
終
回
は
、
町
内
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
取
材
。
前
向
き

に
活
動
し
て
い
る
３
つ
の
団
体

で
共
通
し
て
い
た
の
は
、
も
っ

と
活
動
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
声
で
し
た
。
記
事
を
き
っ
か

け
に
、
人
の
輪
が
広
が
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
 

（
彰
）

町食生活改善推進員の皆さん

から、毎月料理を紹介してい

ただきます。

健康

レシピ
26

食生活改善推進員　 青  木  登  美  江 さん（左）、
あお き と み え

 秋  原 たきさん
あき はら

１人分で牛乳１本分のカルシウム

　いつもの白和えにチーズを加えたまろやか

な白和えです。カルシウムを多く含む豆腐、

チーズ、ごま、小松菜が入っているので、１人分

で牛乳１本分のカルシウムが含まれています。

まろやか白和え

【材料（６人分）】

２００ｇ小松菜

８０ｇしめじ

大２分の１丁木綿豆腐

大さじ２　　すりごま

大さじ４　　粉チーズ

　　カッテージチーズ　８０ｇ

　　砂糖  大さじ１と小さじ１

小さじ３分の１　　塩

【１人分栄養価】

９０kcalエネルギー

７.２ｇたんぱく質

４.９ｇ脂質

１９２取カルシウム

０.６ｇ食塩相当量

【作り方】

虚小松菜は４尺長さのざく切り、しめじは小房に分ける。

許豆腐はクッキングペーパーに包んで水気を取る。

距フライパンに虚を入れ塩をひとつまみふり、蓋をし、蒸してから、ざ

るに取り冷ます。

鋸ボウルに豆腐をつぶしながら入れ、すりごま、粉チーズ、カッテージ

チーズ、砂糖、残りの塩を加え混ぜ、水気を絞った許を入れてよく混

ぜる。

Ａ

※小松菜はあくが少なく、しめ

じと小松菜の水分で、水や油を

入れなくても、フライパンで簡

単に蒸すことができます


